
 

 1 / 22 

 

2021年12月22日 

各位 

ジブラルタ生命保険株式会社 

 
ジブラルタ生命保険株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 兼 CEO：添田 毅司）は、20歳～69

歳の既婚（事実婚含む）男女2,000名（男性1,000名 女性1,000名）を対象に、「家族愛に関する調査2021」をイ

ンターネットリサーチで実施し、集計結果を公開しました。（調査協力会社：ネットエイジア株式会社） 

 

 

◆自分にとっての家族とは？       ・・・・・・P.3～4 

・家族とはどのような存在？ 1位「心の支えになる存在」2位「安心できる存在」3位「助け合える存在」 

男性では52%が「守りたいと思う存在」、女性では60%が「助け合える存在」と回答 

・“家族がいてよかった”と感じたとき 

1位「家族で団らんしているとき」2位「一緒に食事をしているとき」3位「自分が体調を崩したとき」 

男性では42%が「『おかえりなさい』と言われたとき」、女性では42%が「悩みや愚痴を聞いてもらったとき」と回答 

◆家族関係について       ・・・・・・P.5～11 

・希望する配偶者・パートナーからの呼ばれ方 男性1位「名前+くん・さん」、女性1位「名前の呼び捨て」 

・子どもからの呼ばれ方 男性では希望する呼ばれ方・実際にされている呼ばれ方のどちらも「パパ」が1位 

女性では希望する呼ばれ方1位は「おかあさん」、実際にされている呼ばれ方1位は「ママ」 

・「家族旅行・レジャーに積極的なのは“夫・男性パートナー”より“妻・女性パートナー”」51%、東北では56% 

・「近所付き合いに積極的なのは“夫・男性パートナー”より“妻・女性パートナー”」65%、近畿では70% 

・「子どもと仲がいいのは“父親”より“母親”」75%、北陸・甲信越では80% 

・「子どもをよく叱るのは“父親”より“母親”」69%、北陸・甲信越では74% 

・コロナ禍における家族関係の変化 「コロナ禍で家族の距離が縮まった」36%、20代では49% 

・「コロナ禍で家族を守りたい気持ちが強まった」48%、20代では63% 

・「コロナ禍で配偶者・パートナーに対する評価が上がった」30%、20代男性では46%、20代女性では42% 

・コロナ禍における子どもとの関係の変化 「コロナ禍で子どもと会話する機会が増えた」34%、30代の親では46% 

・「コロナ禍で子どもに対する理解度が上昇した」34%、20代の親では50% 

◆家族愛について        ・・・・・・P.12～14 

・家族愛を100点満点で自己評価 全体平均は80.2点、男性平均は79.1点、女性平均は81.3点 

自己評価が高い地域 男性では1位「北陸・甲信越」2位「九州・沖縄」、女性では1位「北海道」2位「九州・沖縄」 

・配偶者・パートナーに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフ 1位「愛してる」2位「ありがとう」3位「好きだよ」 

・子どもに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフ 1位「いつでも味方だよ」2位「愛してる」3位「好きだよ」 

・配偶者・パートナーに“ありがとう”と言っている回数 平均は3.2回/日、北陸・甲信越では4.1回/日 

・配偶者・パートナーから“ありがとう”と言われている回数 平均は2.6回/日、北陸・甲信越では3.1回/日 

家族愛に関する調査 2021 
～家族愛を 100 点満点で自己評価 全体平均は 80.2 点～ 

調査結果 index 
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◆家族との喧嘩について       ・・・・・・P.15～17 

・今年起きた夫婦喧嘩の回数は平均13.4回、夫婦喧嘩が多い地域1位「東北」 

・夫婦喧嘩の原因 1位「家事」2位「家計」3位「生活時間」4位「子どもの教育・勉強」5位「嘘・隠し事」 

・「喧嘩をしたときに先に謝るのは“妻・女性パートナー”より“夫・男性パートナー”」61%、中国・四国では68% 

・今年起きた親子喧嘩の回数は平均7.8回、親子喧嘩が多い地域1位「中国・四国」 

・親子喧嘩の原因 1位「教育・勉強」2位「生活時間」3位「ゲーム」4位「将来」5位「スマホ」 

◆親孝行について        ・・・・・・P.18～19 

・自分が親にした親孝行 TOP3は「プレゼントをする」「話し相手になる」「一緒に外食する」 

・これから親にしたい親孝行 1位「話し相手になる」、20代・30代では「孫の顔を見せる」が1位 

・子どもにしてほしい親孝行 TOP3は「元気な姿を見せてくれる」「一緒に外食してくれる」「一緒に旅行をしてくれる」 

◆“家族愛が強い”というイメージに合うと思う人物・アニメキャラ・動物  ・・・・・・P.20～21 

・家族愛が強いと思う芸能人 男性芸能人1位「ヒロミさん」、女性芸能人1位「辻希美さん」 

・家族愛が強いと思うスポーツ選手 男性選手1位「長友佑都さん」、女性選手1位「浅田真央さん」 

・家族愛が強いと思うアニメキャラ 男性キャラ1位「竈門炭治郎」、女性キャラ1位「フグ田サザエ」 

・家族愛が強いと思う動物 「イヌ」がダントツ、2位「ライオン」3位「ゾウ」4位「サル」5位「ネコ」 

 

本ニュースリリースの内容の転載にあたりましては、 

「ジブラルタ生命調べ」と付記のうえご使用いただきますよう、お願い申しあげます。 

  

■■■■■■■■ 

■本リリースに関するお問い合わせ先 

ジブラルタ生命保険株式会社 広報チーム   【Tel】 03-5501-6563 
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◆自分にとっての家族とは？ 

・家族とはどのような存在？ 1 位「心の支えになる存在」2位「安心できる存在」3位「助け合える存在」 

男性では52%が「守りたいと思う存在」、女性では60%が「助け合える存在」と回答 

 

全国の 20 歳～69 歳の既婚（事実婚含む）男女 2,000 名（全回答者）に対し、家族について質問しました。 

 

まず、全回答者（2,000 名）に、自分にとって“家族”とはどのような存在か聞いたところ、「心の支えになる存在」

（57.4%）が最も高くなり、「安心できる存在」（55.3%）、「助け合える存在」（53.0%）、「一緒にいて落ち着く存在」

（49.9%）、「守りたいと思う存在」（49.1%）が続きました。家族との絆の深さが伝わる回答が上位に挙がりました。 

男女別にみると、男性では「守りたいと思う存在」が 51.6%と、女性（46.5%）と比べて 5 ポイント以上高くなりました。

他方、女性では「安心できる存在」が 61.1%、「助け合える存在」が 59.7%と、男性（順に 49.5%、46.3%）と比べて

10 ポイント以上高くなりました。 
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◆自分にとって“家族”とはどのような存在か （複数回答形式） ※上位10位までを表示

心の支えに

なる存在

安心できる

存在

助け合える

存在

一緒にいて

落ち着く

存在

守りたいと

思う存在

信頼できる

存在

楽しませて

くれる存在

頑張りの

源になる

存在

癒してくれる

存在

ともに成長

できる存在

アンケート調査結果 
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・“家族がいてよかった”と感じたとき 

1 位「家族で団らんしているとき」2位「一緒に食事をしているとき」3 位「自分が体調を崩したとき」 

男性では42%が「『おかえりなさい』と言われたとき」、女性では 42%が「悩みや愚痴を聞いてもらったとき」と回答 

 

次に、これまでに“家族がいてよかった”と感じたのはどのようなときか聞いたところ、「家族で団らんしているとき」（63.2%）が

最も高くなりました。家族みんなで集まって近況を話したり、談笑したりするなど、一緒にいる時間を楽しく過ごしているときに、

家族がいることのありがたみを感じる人が多いようです。次いで高くなったのは、「一緒に食事をしているとき」（56.6%）、「自

分が体調を崩したとき」（53.0%）、「レジャー・旅行に行ったとき」（49.7%）、「『おかえりなさい』と言われたとき」

（37.0%）が続きました。 

男女別にみると、男性では「『おかえりなさい』と言われたとき」が 41.9%と、女性（32.1%）と比べて約 10 ポイント高くな

りました。他方、女性では「悩みや愚痴を聞いてもらったとき」が 42.4%、「自分の味方をしてもらったとき」が 42.9%と、男性

（順に 26.5%、25.6%）と比べて 15 ポイント以上高くなりました。女性には、家族が自分のことを理解してくれたり、大切

にしてくれたりしたときなどに、家族がいることのうれしさを感じたという人が多いのではないでしょうか。 
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◆これまでに“家族がいてよかった”と感じたのはどのようなときか （複数回答形式） ※上位10位までを表示

家族で

団らん

しているとき

一緒に

食事を

しているとき

自分が

体調を

崩したとき

レジャー・

旅行に

行ったとき

「おかえりな

さい」と

言われたとき

記念日を

祝っている

とき

家事をして

もらったとき

一緒に

趣味を

楽しんで

いるとき

悩みや

愚痴を

聞いて

もらったとき

自分の

味方をして

もらったとき
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◆家族関係について 

・希望する配偶者・パートナーからの呼ばれ方 男性1位「名前+くん・さん」、女性 1位「名前の呼び捨て」 

 

家族からの呼ばれ方について質問しました。 

 

まず、全回答者（2,000 名）に、希望する配偶者・パートナーからの呼ばれ方を聞いたところ、男性では「名前+くん・さん」

（26.9%）が最も高くなり、「パパ」（14.4%）、「名前の呼び捨て」（13.9%）、「おとうさん」（11.3%）、「あだ名」

（9.4%）が続きました。 

他方、女性では「名前の呼び捨て」（33.9%）が最も高くなり、「名前+ちゃん・さん」（27.8%）、「あだ名」（9.7%）、

「おかあさん」（9.3%）、「ママ」（7.6%）が続きました。 

 

 
 

 

実際にされている配偶者・パートナーからの呼ばれ方を聞いたところ、男性では「名前+くん・さん」（26.4%）が最も高くな

り、「パパ」（18.0%）、「名前の呼び捨て」（14.9%）、「おとうさん」（13.1%）、「あだ名」（9.4%）が続きました。 

他方、女性では「名前の呼び捨て」（28.7%）が最も高くなり、「名前+ちゃん・さん」（20.3%）、「ママ」（12.0%）、

「あだ名」（11.6%）、「おかあさん」（11.2%）が続きました。 

男女とも、希望する呼ばれ方の 1 位と実際にされている呼ばれ方の 1 位が同じ結果となりました。 
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◆希望する配偶者・パートナーからの呼ばれ方 （単一回答形式） ※上位5位までを表示

名前

+くん・ちゃん・さん

パパ・ママ 名前の呼び捨て おとうさん・

おかあさん

あだ名

26.4 

18.0 
14.9 13.1 

9.4 

20.3 

12.0 

28.7 

11.2 11.6 

0%

25%

50%

男性【n=1000】 女性【n=1000】

◆実際にされている配偶者・パートナーからの呼ばれ方 （単一回答形式） ※上位5位までを表示

名前

+くん・ちゃん・さん

パパ・ママ 名前の呼び捨て おとうさん・

おかあさん

あだ名
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・子どもからの呼ばれ方 男性では希望する呼ばれ方・実際にされている呼ばれ方のどちらも「パパ」が 1位 

女性では希望する呼ばれ方1位は「おかあさん」、実際にされている呼ばれ方1位は「ママ」 

 

また、子どもがいる方（1,515 名）に、希望する子どもからの呼ばれ方を聞いたところ、男性では「パパ」（31.4%）と「お

とうさん」（31.3%）が特に高くなり、「とうさん」（7.7%）、「とうちゃん」（4.2%）、「名前の呼び捨て」（4.0%）が続き

ました。 

他方、女性では「おかあさん」（37.3%）と「ママ」（35.9%）が突出して高くなり、「名前+ちゃん・さん」（5.4%）、「か

あさん」（4.0%）、「名前の呼び捨て」（3.3%）が続きました。 

 

 
 

 

実際にされている子どもからの呼ばれ方を聞いたところ、男性では「パパ」（37.9%）が最も高くなり、「おとうさん」

（25.2%）、「とうさん」（6.1%）、「名前+くん・さん」「名前の呼び捨て」（いずれも 4.0%）が続き、希望する呼ばれ方

の 1 位と実際にされている呼ばれ方の 1 位が同じ結果となりました。 

他方、女性では「ママ」（40.4%）が最も高くなり、「おかあさん」（29.2%）、「名前+ちゃん・さん」（4.2%）、「かあさ

ん」（3.7%）、「名前の呼び捨て」（3.4%）が続きました。希望する呼ばれ方では「おかあさん」が 1 位となったのに対し、

実際にされている呼ばれ方では「ママ」が 1 位となりました。 
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◆希望する子どもからの呼ばれ方 （単一回答形式） 対象：子どもがいる方

パパ・

ママ

おとう

さん・

おかあ

さん

とうさん・

かあさん

とう

ちゃん・

かあ

ちゃん

名前の

呼び捨て

名前

+くん・

ちゃん・

さん

オヤジ・

オフクロ

おとう

さま・

おかあ

さま

おとう

ちゃん・

おかあ

ちゃん

あだ名 パピー・

マミー

あなた その他
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◆実際にされている子どもからの呼ばれ方 （単一回答形式） 対象：子どもがいる方

パパ・

ママ

おとう

さん・

おかあ

さん

とうさん・

かあさん

名前

+くん・

ちゃん・

さん

名前の

呼び捨て

とう

ちゃん・

かあ

ちゃん

オヤジ・

オフクロ

あだ名 おとう

ちゃん・

おかあ

ちゃん

おとう

さま・

おかあ

さま

パピー・

マミー

あなた その他
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・「家族旅行・レジャーに積極的なのは“夫・男性パートナー”より“妻・女性パートナー”」51%、東北では 56% 

・「近所付き合いに積極的なのは“夫・男性パートナー”より“妻・女性パートナー”」65%、近畿では70% 

 

全回答者（2,000 名）に、夫婦の関係やパートナーとの関係を表すいくつかの行動や姿勢を挙げ、それぞれの内容に関

して、自分と相手（配偶者・パートナー）のどちらのほうがあてはまるか聞き、「夫・男性パートナーのほう」と「妻・女性パートナ

ーのほう」のどちらのほうがあてはまるかを集計しました。 

 

≪家族旅行・レジャーに積極的≫では、「夫・男性パートナーのほう」が 18.7%、「どちらかといえば夫・男性パートナーのほう」

が 30.0%で、合計した『夫・男性パートナーのほう（計）』は 48.7%、「妻・女性パートナーのほう」が 19.5%、「どちらかとい

えば妻・女性パートナーのほう」が 31.9%で、合計した『妻・女性パートナーのほう（計）』は 51.4%となりました。 

地域別にみると、『夫・男性パートナーのほう（計）』が高くなったのは近畿（50.5%）と九州・沖縄（52.2%）、『妻・

女性パートナーのほう（計）』が高くなったのは北海道（52.0%）と東北（56.1%）、関東（52.8%）、東海

（50.2%）、中国・四国（51.9%）でした。 

 
≪近所付き合いに積極的≫では、『夫・男性パートナーのほう（計）』は 35.5%、『妻・女性パートナーのほう（計）』は

64.5%となりました。ご近所さんとのコミュニケーションにおいては、妻・女性パートナーのほうが主体的な役割を担っているケー

スが多いようです。 

地域別にみると、『夫・男性パートナーのほう（計）』が最も高くなったのは北陸・甲信越（46.0%）、『妻・女性パートナ

ーのほう（計）』が最も高くなったのは近畿（69.9%）でした。 
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16.9 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=2000】

北海道【n=100】

東北【n=107】

関東【n=737】

北陸・甲信越【n=100】

東海【n=261】

近畿【n=359】

中国・四国【n=158】

九州・沖縄【n=178】

夫・男性パートナーのほう どちらかといえば夫・男性パートナーのほう

どちらかといえば妻・女性パートナーのほう 妻・女性パートナーのほう

◆夫婦の関係・パートナーとの関係 （単一回答形式）

≪家族旅行・レジャーに積極的なのは・・・

夫・男性パートナーのほうか、妻・女性パートナーのほうか≫

地
域
別

夫・男性

パートナー

のほう

（計）

妻・女性

パートナー

のほう

（計）

48.7 51.4

48.0 52.0

43.9 56.1

47.3 52.8

50.0 50.0

49.8 50.2

50.5 49.6

48.1 51.9

52.2 47.8

11.3 

11.0 

15.9 

10.9 

16.0 

9.2 

9.7 

15.2 

10.7 

24.2 

22.0 

29.9 

23.3 

30.0 

23.8 

20.3 

27.2 

28.1 

39.5 

42.0 

41.1 

41.7 

29.0 

39.5 

42.6 

33.5 

33.1 

25.0 

25.0 

13.1 

24.2 

25.0 

27.6 

27.3 

24.1 

28.1 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=2000】

北海道【n=100】

東北【n=107】

関東【n=737】

北陸・甲信越【n=100】

東海【n=261】

近畿【n=359】

中国・四国【n=158】

九州・沖縄【n=178】

夫・男性パートナーのほう どちらかといえば夫・男性パートナーのほう

どちらかといえば妻・女性パートナーのほう 妻・女性パートナーのほう

◆夫婦の関係・パートナーとの関係 （単一回答形式）

≪近所付き合いに積極的なのは・・・

夫・男性パートナーのほうか、妻・女性パートナーのほうか≫

地
域
別

夫・男性

パートナー

のほう

（計）

妻・女性

パートナー

のほう

（計）

35.5 64.5

33.0 67.0

45.8 54.2

34.2 65.9

46.0 54.0

33.0 67.1

30.0 69.9

42.4 57.6

38.8 61.2
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・「子どもと仲がいいのは“父親”より“母親”」75%、北陸・甲信越では 80% 

・「子どもをよく叱るのは“父親”より“母親”」69%、北陸・甲信越では 74% 

 

子どもがいる方（1,515名）に、子どもとの関係や子どもへの接し方を挙げ、それぞれの内容に関して、自分と相手（配偶

者・パートナー）のどちらのほうがあてはまるか聞き、「夫・男性パートナーのほう」と「妻・女性パートナーのほう」のどちらのほうが

あてはまるかを集計しました。 

 

≪子どもと仲がいい≫では、『夫・男性パートナーのほう（計）』は 25.2%、『妻・女性パートナーのほう（計）』は 74.8%

となりました。大半の家庭では、父親よりも母親のほうが子どもとの距離が近いようです。 

地域別にみると、『夫・男性パートナーのほう（計）』が最も高くなったのは東海（28.3%）、『妻・女性パートナーのほう

（計）』が最も高くなったのは北陸・甲信越（80.1%）でした。 

 
 

 

≪子どもをよく叱る≫では、『夫・男性パートナーのほう（計）』は 31.5%、『妻・女性パートナーのほう（計）』は 68.5%と

なりました。 

地域別にみると、『夫・男性パートナーのほう（計）』が最も高くなったのは東北（38.3%）、『妻・女性パートナーのほう

（計）』が最も高くなったのは北陸・甲信越（73.7%）でした。 

 

7.6 

10.5 

8.1 

7.5 

7.5 

9.1 

4.8 

6.3 

10.4 

17.6 

15.8 

18.6 

17.4 

12.5 

19.2 

18.5 

18.9 

16.0 

43.8 

48.7 

40.7 

44.8 

48.8 

41.4 

44.4 

44.1 

38.9 

31.0 

25.0 

32.6 

30.3 

31.3 

30.3 

32.2 

30.7 

34.7 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1515】

北海道【n=76】

東北【n=86】

関東【n=534】

北陸・甲信越【n=80】

東海【n=198】

近畿【n=270】

中国・四国【n=127】

九州・沖縄【n=144】

夫・男性パートナーのほう どちらかといえば夫・男性パートナーのほう

どちらかといえば妻・女性パートナーのほう 妻・女性パートナーのほう

◆子どもとの関係や子どもへの接し方 （単一回答形式） 対象：子どもがいる方

≪子どもと仲がいいのは・・・

夫・男性パートナーのほうか、妻・女性パートナーのほうか≫

地
域
別

夫・男性

パートナー

のほう

（計）

妻・女性

パートナー

のほう

（計）

25.2 74.8

26.3 73.7

26.7 73.3

24.9 75.1

20.0 80.1

28.3 71.7

23.3 76.6

25.2 74.8

26.4 73.6

9.2 

9.2 

8.1 

10.9 

6.3 

6.6 

10.0 

6.3 

9.7 

22.3 

23.7 

30.2 

23.4 

20.0 

24.2 

16.7 

21.3 

22.9 

41.0 

44.7 

36.0 

39.0 

51.2 

38.4 

44.8 

43.3 

38.2 

27.5 

22.4 

25.6 

26.8 

22.5 

30.8 

28.5 

29.1 

29.2 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1515】

北海道【n=76】

東北【n=86】

関東【n=534】

北陸・甲信越【n=80】

東海【n=198】

近畿【n=270】

中国・四国【n=127】

九州・沖縄【n=144】

夫・男性パートナーのほう どちらかといえば夫・男性パートナーのほう

どちらかといえば妻・女性パートナーのほう 妻・女性パートナーのほう

◆子どもとの関係や子どもへの接し方 （単一回答形式） 対象：子どもがいる方

≪子どもをよく叱るのは・・・

夫・男性パートナーのほうか、妻・女性パートナーのほうか≫

地
域
別

夫・男性

パートナー

のほう

（計）

妻・女性

パートナー

のほう

（計）

31.5 68.5

32.9 67.1

38.3 61.6

34.3 65.8

26.3 73.7

30.8 69.2

26.7 73.3

27.6 72.4

32.6 67.4
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・コロナ禍における家族関係の変化 「コロナ禍で家族の距離が縮まった」36%、20代では 49% 

・「コロナ禍で家族を守りたい気持ちが強まった」48%、20代では 63% 

 

全回答者（2,000 名）に、コロナ禍における家族関係や家族に対する気持ちの変化について質問しました。 

 

家族の距離は「縮まった」「拡がった」のどちらにあてはまるか聞いたところ、「非常に縮まった」は 14.2%、「やや縮まった」は

21.4%で、合計した『縮まった（計）』は 35.6%、「非常に拡がった」は 1.8%、「やや拡がった」は 3.2%で、合計した『拡

がった（計）』は 5.0%となりました。コロナ禍で家族との会話が増え、家族に対する理解が深まったと実感する人が多いので

はないでしょうか。 

年代別にみると、『縮まった（計）』と回答した人の割合は、20 代（49.3%）と 30 代（45.3%）で突出して高くなり

ました。 

 
 

 

家族を守りたい気持ちは「強まった」「弱まった」のどちらにあてはまるか聞いたところ、『強まった（計）』は 48.1%、『弱まった

（計）』は 2.6%となりました。コロナ禍で家族に対する思いが強くなったと感じた人が多いようです。 

年代別にみると、『強まった（計）』と回答した人の割合は、20 代（62.5%）と 30 代（60.0%）で突出して高くなり

ました。 

 

14.2 

27.5 

19.8 

10.5 

6.8 

6.3 

21.4 

21.8 

25.5 

21.8 

19.5 

18.5 

59.5 

42.8 

49.5 

65.0 

69.8 

70.5 

3.2 

5.5 

4.0 

1.5 

2.3 

2.8 

1.8 

2.5 

1.3 

1.3 

1.8 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=2000】

20代【n=400】

30代【n=400】

40代【n=400】

50代【n=400】

60代【n=400】

非常に縮まった やや縮まった 変わらない

やや拡がった 非常に拡がった

◆コロナ禍における家族関係や家族に対する気持ちの変化 （単一回答形式）

≪家族の距離は・・・縮まったか、拡がったか≫

年
代
別

縮まった

（計）

拡がった

（計）

35.6 5.0

49.3 8.0

45.3 5.3

32.3 2.8

26.3 4.0

24.8 4.8

24.1 

38.3 

31.3 

19.8 

12.0 

19.0 

24.0 

24.3 

28.7 

21.8 

24.3 

21.0 

49.4 

32.8 

39.0 

56.3 

61.8 

57.3 

1.7 

3.3 

0.8 

1.0 

1.3 

2.0 

0.9 

1.5 

0.3 

1.3 

0.8 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=2000】

20代【n=400】

30代【n=400】

40代【n=400】

50代【n=400】

60代【n=400】

非常に強まった やや強まった 変わらない

やや弱まった 非常に弱まった

◆コロナ禍における家族関係や家族に対する気持ちの変化 （単一回答形式）

≪家族を守りたい気持ちは・・・強まったか、弱まったか≫

年
代
別

強まった

（計）

弱まった

（計）

48.1 2.6

62.5 4.8

60.0 1.0

41.5 2.3

36.3 2.0

40.0 2.8
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・「コロナ禍で配偶者・パートナーに対する評価が上がった」30%、20代男性では46%、20 代女性では42% 

 

また、配偶者・パートナーに対する評価は「上がった」「下がった」のどちらにあてはまるか聞いたところ、『上がった（計）』は

30.1%、『下がった（計）』は 7.5%となりました。コロナ禍による外出自粛で、配偶者やパートナーと一緒に過ごす時間が増

え、会話する機会や家事などで協力し合う機会が多くなり、配偶者・パートナーのことを見直したり、配偶者・パートナーの長所

を新たに発見したりしたケースがあるのではないでしょうか。 

性年代別にみると、『上がった（計）』と回答した人の割合は、男女とも 20 代（男性 45.5%、女性 42.0%）で最も高

くなりました。 

 

 

13.2 

26.0 

18.0 

9.5 

7.0 

9.5 

21.0 

15.0 

11.0 

7.0 

8.0 

16.9 

19.5 

21.5 

19.0 

17.5 

16.0 

21.0 

17.5 

14.5 

8.0 

14.0 

62.5 

45.5 

53.0 

65.5 

72.0 

70.5 

50.0 

59.5 

66.5 

71.0 

71.0 

4.3 

6.5 

6.0 

3.5 

2.0 

3.5 

4.5 

3.5 

4.5 

6.5 

2.5 

3.2 

2.5 

1.5 

2.5 

1.5 

0.5 

3.5 

4.5 

3.5 

7.5 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=2000】

20代男性【n=200】

30代男性【n=200】

40代男性【n=200】

50代男性【n=200】

60代男性【n=200】

20代女性【n=200】

30代女性【n=200】

40代女性【n=200】

50代女性【n=200】

60代女性【n=200】

非常に上がった やや上がった 変わらない

やや下がった 非常に下がった

◆コロナ禍における家族関係や家族に対する気持ちの変化 （単一回答形式）

≪配偶者・パートナーに対する評価は・・・上がったか、下がったか≫

性
年
代
別

上がった

（計）

下がった

（計）

30.1 7.5

45.5 9.0

39.5 7.5

28.5 6.0

24.5 3.5

25.5 4.0

42.0 8.0

32.5 8.0

25.5 8.0

15.0 14.0

22.0 7.0
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・コロナ禍における子どもとの関係の変化 「コロナ禍で子どもと会話する機会が増えた」34%、30代の親では46% 

・「コロナ禍で子どもに対する理解度が上昇した」34%、20代の親では 50% 

 

子どもがいる方（1,515 名）に、コロナ禍における子どもとの関係の変化について質問しました。 

 

子どもと会話する機会は「増えた」「減った」のどちらにあてはまるか聞いたところ、『増えた（計）』は 34.0%、『減った

（計）』は 8.3%となりました。コロナ禍での在宅時間増加により、子どもと接する時間や子どもとのコミュニケーションの機会が

増えたと感じている人が少なくないようです。 

年代別にみると、『増えた（計）』と回答した人の割合は、20 代（45.2%）と 30 代（45.5%）で突出して高くなりま

した。 

 
 

 

子どもに対する理解度は「上昇した」「下降した」のどちらにあてはまるか聞いたところ、『上昇した（計）』は 34.3%、『下降

した（計）』は 3.8%となりました。子どもとの会話が増え、子どもの日常や子どもの気持ちを詳しく知る機会が増えたのではな

いでしょうか。 

年代別にみると、『上昇した（計）』と回答した人の割合は、20 代（50.2%）で最も高くなり、半数を超えました。 

 

15.7 

32.0 

21.7 

13.2 

8.3 

8.6 

18.3 

13.3 

23.8 

21.3 

19.4 

13.4 

57.8 

48.5 

51.7 

59.4 

63.6 

62.3 

6.2 

5.4 

2.8 

4.5 

7.1 

10.3 

2.0 

0.8 

1.6 

1.5 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1515】

20代【n=241】

30代【n=290】

40代【n=310】

50代【n=324】

60代【n=350】

非常に増えた やや増えた 変わらない

やや減った 非常に減った

◆コロナ禍における子どもとの関係の変化 （単一回答形式）

≪子どもと会話する機会は・・・増えたか、減ったか≫ 対象：子どもがいる方

年
代
別

増えた

（計）

減った

（計）

34.0 8.3

45.2 6.2

45.5 2.8

34.5 6.1

27.8 8.6

22.0 15.7

14.1 

32.8 

16.9 

11.6 

7.4 

7.1 

20.3 

17.4 

26.6 

22.9 

19.8 

15.1 

61.8 

45.2 

53.8 

62.9 

68.2 

73.1 

3.2 

4.1 

2.4 

1.9 

4.0 

3.4 

0.7 

0.4 

0.3 

0.6 

0.6 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1515】

20代【n=241】

30代【n=290】

40代【n=310】

50代【n=324】

60代【n=350】

非常に上昇した やや上昇した 変わらない

やや下降した 非常に下降した

◆コロナ禍における子どもとの関係の変化 （単一回答形式）

≪子どもに対する理解度は・・・上昇したか、下降したか≫ 対象：子どもがいる方

年
代
別

上昇した

（計）

下降した

（計）

34.3 3.8

50.2 4.6

43.4 2.8

34.5 2.6

27.2 4.6

22.3 4.6
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◆家族愛について 

・家族愛を 100点満点で自己評価 全体平均は80.2 点、男性平均は79.1 点、女性平均は81.3 点 

自己評価が高い地域 男性では 1位「北陸・甲信越」2位「九州・沖縄」、女性では1位「北海道」2位「九州・沖縄」 

 

家族愛について質問しました。 

 

全回答者（2,000 名）に、自身の家族愛の点数を 100 点満点（0 点：最低～100 点：最高）で評価すると何点

か聞いたところ、「100 点」（29.9%）に最も多くの回答が集まり、「80 点台」（22.1%）や「90 点台」（18.4%）にも

多くの回答があり、平均は 80.2 点でした。家族に対し、十分な愛情を注げていると自己評価している人が多いのではないで

しょうか。 

男女別にみると、平均は女性では 81.3 点と、男性（79.1 点）と比べて 2.2 点高くなりました。 

 

 
 

男女・地域別にみると、男性では北陸・甲信越（83.9 点）が最も高くなり、九州・沖縄（81.9 点）、近畿（80.6 点）

が続き、女性では北海道（86.6 点）が最も高くなり、九州・沖縄（83.5 点）、東北（83.2 点）が続きました。 

 

 

1.6 1.2 1.2 1.2 0.7 

8.1 
5.8 

10.1 

22.1 
18.4 

29.9 

0%

25%

50%

全体【n=2000】

◆自身の家族愛の点数を100点満点（0点：最低～100点：最高）で評価すると何点か （数値入力形式）

≪平均≫

全体：80.2点

男性：79.1点

女性：81.3点

10点未満 10点台 20点台 30点台 40点台 50点台 60点台 70点台 80点台 90点台 100点

79.1点

74.8点

74.6点

79.0点

83.9点

78.1点

80.6点

77.8点

81.9点

50点 75点 100点

男性【n=1000】

北海道【n=53】

東北【n=52】

関東【n=366】

北陸・甲信越【n=41】

東海【n=135】

近畿【n=181】

中国・四国【n=83】

九州・沖縄【n=89】

◆自身の家族愛の点数（平均）

地
域
別

81.3点

86.6点

83.2点

82.5点

76.8点

77.3点

82.3点

76.4点

83.5点

50点 75点 100点

女性【n=1000】

北海道【n=47】

東北【n=55】

関東【n=371】

北陸・甲信越【n=59】

東海【n=126】

近畿【n=178】

中国・四国【n=75】

九州・沖縄【n=89】

地
域
別
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・配偶者・パートナーに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフ 1位「愛してる」2位「ありがとう」3 位「好きだよ」 

・子どもに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフ 1 位「いつでも味方だよ」2位「愛してる」3位「好きだよ」 

 

家族への気持ちを伝える言葉・セリフについて質問しました。 

 

全回答者（2,000 名）に、配偶者・パートナーに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフを聞いたところ、「愛してる」

（29.7%）が最も高くなり、「ありがとう」（27.3%）、「好きだよ」（22.8%）、「お疲れさま」（15.9%）、「いつでも味

方だよ」（15.8%）が続きました。愛する気持ちや感謝の気持ち、労りの気持ちなどを口にすることに照れがあると感じる人は

多いようです。 

男女別にみると、男性では「ありがとう」が 33.3%、「好きだよ」が 28.1%と、女性（21.3%、17.4%）と比べて 10 ポイ

ント以上高くなりました。 

 
 

 

子どもがいる方（1,515 名）に、子どもに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフを聞いたところ、「いつでも味方だよ」

（25.9%）が最も高くなり、「愛してる」（20.5%）、「好きだよ」（17.0%）、「よくやったね」（15.1%）、「ありがとう」

（14.5%）が続きました。 

男女別にみると、男性では「よくやったね」が 18.1%と、女性（12.1%）と比べて 5 ポイント以上高くなりました。 
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◆配偶者・パートナーに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフ （複数回答形式） ※上位10位までを表示

愛してる ありがとう 好きだよ お疲れさま いつでも

味方だよ

ごめんなさい 無理

しないで
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何でも

話してね
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◆子どもに伝えたいけれど、なかなか言えないセリフ （複数回答形式） ※上位10位までを表示

対象：子どもがいる方

いつでも

味方だよ

愛してる 好きだよ よくやったね ありがとう がんばれ そのままで

いいよ

何でも

話してね

無理

しないで

すごいね
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・配偶者・パートナーに“ありがとう”と言っている回数 平均は 3.2 回/日、北陸・甲信越では4.1 回/日 

・配偶者・パートナーから“ありがとう”と言われている回数 平均は2.6回/日、北陸・甲信越では 3.1 回/日 

 

全回答者（2,000 名）に、配偶者・パートナーに 1 日で何回くらい“ありがとう”と言っているか聞いたところ、「1 回」

（27.4%）や「3 回」（15.2%）、「5 回」（15.9%）に多くの回答が集まり、平均は 3.2 回でした。他方、「0 回」は

16.1%となりました。 

地域別にみると、配偶者・パートナーに 1 日に“ありがとう”と言っている回数の平均は、北陸・甲信越（4.1 回）が最も多

くなり、関東（3.4 回）、九州・沖縄（3.1 回）が続きました。 

 

 
 

 

また、配偶者・パートナーから 1 日で何回くらい“ありがとう”と言われているか聞いたところ、「1 回」（29.0%）や「3 回」

（13.2%）などに回答が集まり、平均は 2.6 回でした。他方、「0 回」は 24.0%となりました。平均回数を並べてみると、

“言っている回数”は 3.2 回となったのに対し、“言われている回数”は 2.6 回と、両者でギャップがみられました。感謝の言葉を

口にしているつもりでも、言われた側はそう感じていないケースがあるのではないでしょうか。 

地域別にみると、配偶者・パートナーから 1 日に“ありがとう”と言われている回数の平均は、北陸・甲信越（3.1 回）が最

も多くなり、関東（2.8 回）、東海と九州・沖縄（いずれも 2.7 回）が続きました。 
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◆配偶者・パートナーに1日で何回くらい“ありがとう”と言っているか

（数値入力形式）
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0回 5回
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北海道【n=100】

東北【n=107】

関東【n=737】

北陸・甲信越【n=100】

東海【n=261】

近畿【n=359】

中国・四国【n=158】

九州・沖縄【n=178】

◆配偶者・パートナーに1日に“ありがとう”と言っている回数

（平均）

地
域
別
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◆配偶者・パートナーから1日で何回くらい“ありがとう”と言われているか

（数値入力形式）
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東海【n=261】

近畿【n=359】

中国・四国【n=158】

九州・沖縄【n=178】

◆配偶者・パートナーから1日に“ありがとう”と言われている回数

（平均）

地
域
別
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◆家族との喧嘩について 

・今年起きた夫婦喧嘩の回数は平均 13.4 回、夫婦喧嘩が多い地域1位「東北」 

・夫婦喧嘩の原因 1 位「家事」2 位「家計」3 位「生活時間」4位「子どもの教育・勉強」5位「嘘・隠し事」 

・「喧嘩をしたときに先に謝るのは“妻・女性パートナー”より“夫・男性パートナー”」61%、中国・四国では 68% 

 

家族との喧嘩について質問しました。 

 

全回答者（2,000 名）に、今年、夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩を何回くらいしたか聞いたところ、「0 回」（25.1%）に

最も多くの回答が集まり、「1 回」（14.4%）や「2 回」（10.8%）、「10～19 回」（13.7%）にも多くの回答があり、平

均は 13.4 回でした。 

地域別にみると、夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩の回数の平均は、東北（16.2 回）が最も多く、僅差で北海道（16.1

回）や関東（15.4 回）が続きました。 

 

 
 

また、夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩の原因を聞いたところ、「家事」（22.7%）が最も高くなりました。家事に協力的でな

い姿勢や態度が原因となって喧嘩に発展しているケースがあるのではないでしょうか。次いで高くなったのは、「家計」

（17.8%）、「生活時間（夜更かし・帰宅時間など）」（15.0%）、「子どもの教育・勉強」（13.7%）、「嘘・隠し事」

（11.0%）でした。 
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◆今年、夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩を何回くらいしたか（数値入力形式）
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東北【n=107】

関東【n=737】

北陸・甲信越【n=100】

東海【n=261】

近畿【n=359】

中国・四国【n=158】

九州・沖縄【n=178】

◆夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩の回数（平均）
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域
別
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◆夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩の原因 （複数回答形式） ※上位15位までを表示

家事 家計 生活

時間
（夜更かし・

帰宅時間

など）

子ども

の教育

・勉強

嘘・

隠し事

食事 親戚

関係

買い物 子ども

の将来
（進学・

就職・

結婚など）

仕事 スマホ 趣味 住居 旅行・

レジャー

テレビ
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では、夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩の際、夫・男性パートナーと妻・女性パートナーのどちらが先に謝るケースが多いのでしょ

うか。 

夫婦の関係やパートナーとの関係に関して、≪夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩をしたときに先に謝る≫では自分と相手（配偶

者・パートナー）のどちらのほうがあてはまるか聞き、「夫・男性パートナーのほう」と「妻・女性パートナーのほう」のどちらのほうが

あてはまるかを集計したところ、『夫・男性パートナーのほう（計）』は61.3%、『妻・女性パートナーのほう（計）』は38.8%

となりました。喧嘩をした際、夫・男性パートナーのほうから謝罪の言葉を伝えるケースが多いようです。夫・男性パートナーには、

険悪なムードが続くことに耐えられない人が多いのかもしれません。 

地域別にみると、『夫・男性パートナーのほう（計）』が最も高くなったのは中国・四国（67.7%）、『妻・女性パートナー

のほう（計）』が最も高くなったのは近畿（44.0%）でした。 
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◆夫婦の関係・パートナーとの関係 （単一回答形式）

≪夫婦喧嘩・パートナーとの喧嘩をしたときに先に謝るのは・・・

夫・男性パートナーのほうか、妻・女性パートナーのほうか≫

地
域
別

夫・男性

パートナー

のほう

（計）

妻・女性

パートナー

のほう

（計）

61.3 38.8

62.0 38.0

60.8 39.3

61.7 38.3

58.0 42.0

64.7 35.3

56.0 44.0

67.7 32.3

60.7 39.4
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・今年起きた親子喧嘩の回数は平均7.8回、親子喧嘩が多い地域1位「中国・四国」 

・親子喧嘩の原因 1 位「教育・勉強」2位「生活時間」3位「ゲーム」4位「将来」5位「スマホ」 

 

続いて、子どもがいる方（1,515 名）に、今年、親子喧嘩を何回くらいしたか聞いたところ、「0 回」（55.1%）に最も多

くの回答が集まりました。今年、子どもと揉めるようなことはなかったという家庭が多いようです。他方、「1 回」（11.8%）や「2

回」（6.9%）、「5 回」（7.3%）、「10～19 回」（5.8%）などにも回答が集まり、平均は 7.8 回でした。 

地域別にみると、親子喧嘩の回数の平均は、中国・四国（10.0 回）が最も多く、関東（9.4 回）、東北と東海（いず

れも 7.0 回）が続きました。 

 

 
 

 

親子喧嘩の原因はどのようなことが多いのでしょうか。 

親子喧嘩の原因を聞いたところ、「教育・勉強」（13.0%）が最も高くなり、「生活時間（夜更かし・帰宅時間など）」

（12.3%）、「ゲーム」（9.4%）、「将来（進学・就職・結婚など）」（8.6%）、「スマホ」（8.5%）が続きました。 
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◆今年、親子喧嘩を何回くらいしたか（数値入力形式）

対象：子どもがいる方
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◆親子喧嘩の回数（平均） 対象：子どもがいる方
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◆親子喧嘩の原因 （複数回答形式） ※上位15位までを表示

対象：子どもがいる方
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◆親孝行について 

・自分が親にした親孝行 TOP3 は「プレゼントをする」「話し相手になる」「一緒に外食する」 

・これから親にしたい親孝行 1 位「話し相手になる」、20代・30 代では「孫の顔を見せる」が 1位 

 

親孝行について質問しました。 

 

全回答者（2,000 名）に、これまでにした親孝行を聞いたところ、「プレゼントをする」（50.9%）が最も高くなりました。

誕生日や記念日といった節目のタイミングにお祝いの品を渡した人が多いのではないでしょうか。次いで高くなったのは、「話し相

手になる」（47.4%）、「一緒に外食する」（46.9%）、「孫の顔を見せる」（45.1%）、「記念日を祝う（誕生日・長寿

祝いなど）」（43.2%）でした。 

男女別にみると、女性では「話し相手になる」が 58.7%、「家事を手伝う」が 41.3%と、男性（順に 36.2%、20.4%）

と比べて 20 ポイント以上高くなりました。 

 
 

 

これから親にしたいと思う親孝行を聞いたところ、「話し相手になる」（37.2%）が最も高くなり、「記念日を祝う（誕生日・

長寿祝いなど）」「孫の顔を見せる」（いずれも 33.5%）、「自分の元気な姿を見せる」（32.9%）、「一緒に外食する」

（32.8%）が続きました。 

年代別にみると、40 代・50 代・60 代では「話し相手になる」（順に 41.3%、42.0%、25.5%）が最も高くなったのに

対し、20 代・30 代では「孫の顔を見せる」（順に 49.8%、49.0%）が最も高くなりました。また、30 代では「一緒に外食

する」（43.8%）や「一緒に旅行をする」（46.0%）などが他の年代と比べて高くなりました。 
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◆これまでにした親孝行 （複数回答形式） ※上位10位までを表示

プレゼントを

する

話し相手に

なる

一緒に

外食する

孫の顔を

見せる

記念日を

祝う
（誕生日・長寿祝い

など）

自分の

元気な姿を

見せる

買い物を

手伝う

一緒に

旅行をする

家事を

手伝う

車で

送迎をする

37.2 
33.5 33.5 32.9 32.8 31.9 30.5 

24.3 22.1 20.5 

0%

25%

50%
全体【n=2000】

◆これから親にしたいと思う親孝行 （複数回答形式） ※上位10位までを表示

ｎ数

話し相手に

なる

記念日を

祝う
（誕生日・

長寿祝いなど）

孫の顔を

見せる

自分の

元気な

姿を見せる

一緒に

外食する

一緒に

旅行をする

プレゼント

をする

買い物を

手伝う

家事を

手伝う

介護をする

全体 2000 37.2 33.5 33.5 32.9 32.8 31.9 30.5 24.3 22.1 20.5
20代 400 37.0 43.0 49.8 39.0 39.5 42.0 42.8 27.8 25.8 21.8
30代 400 40.3 44.3 49.0 38.3 43.8 46.0 39.8 28.7 28.5 21.8
40代 400 41.3 36.5 34.3 34.8 34.8 36.0 32.5 26.0 25.3 18.8
50代 400 42.0 26.3 20.0 30.5 28.5 23.0 23.5 25.3 20.8 20.3
60代 400 25.5 17.3 14.5 21.8 17.5 12.5 14.0 13.8 10.0 20.3

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

年

代
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・子どもにしてほしい親孝行 TOP3 は「元気な姿を見せてくれる」「一緒に外食してくれる」「一緒に旅行をしてくれる」 

 

では、子どもを持つ親は、これからどのような親孝行をしてもらいたいと思っているのでしょうか。 

 

子どもがいる方（1,515 名）に、子どもにしてほしいと思う親孝行を聞いたところ、「元気な姿を見せてくれる」（36.1%）

が最も高くなりました。愛する我が子が元気でいてくれることだけでうれしいという人が多いようです。次いで高くなったのは、「一

緒に外食してくれる」（33.3%）、「一緒に旅行をしてくれる」（32.8%）、「話し相手になってくれる」（31.0%）、「孫の

顔を見せてくれる」（26.6%）でした。 

男女別にみると、女性では「元気な姿を見せてくれる」が 45.3%、「一緒に外食してくれる」が 42.1%、「一緒に旅行をして

くれる」が 42.5%、「話し相手になってくれる」が 42.2%、「家事を手伝ってくれる」が 26.8%と、男性（順に 26.9%、

24.4%、23.1%、19.7%、10.0%）と比べて 15 ポイント以上高くなりました。 
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◆子どもにしてほしいと思う親孝行 （複数回答形式） ※上位10位までを表示

対象：子どもがいる方

元気な姿を

見せてくれる

一緒に

外食して

くれる

一緒に

旅行をして

くれる

話し相手に

なってくれる

孫の顔を

見せてくれる

記念日を

祝ってくれる
（誕生日・長寿祝い

など）

家事を

手伝って

くれる

一緒に

趣味の

活動をして

くれる

メール・

手紙を

送ってくれる

買い物を

手伝って

くれる
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◆“家族愛が強い”というイメージに合うと思う人物・アニメキャラ・動物 

・家族愛が強いと思う芸能人 男性芸能人1位「ヒロミさん」、女性芸能人1位「辻希美さん」 

・家族愛が強いと思うスポーツ選手 男性選手1位「長友佑都さん」、女性選手1位「浅田真央さん」 

・家族愛が強いと思うアニメキャラ 男性キャラ 1位「竈門炭治郎」、女性キャラ 1位「フグ田サザエ」 

 

最後に、全回答者（2,000 名）に、“家族愛が強い”というイメージに合うと思う人物やアニメキャラ、動物について質問し

ました。 

 

“家族愛が強い”というイメージに合う【芸能人】についてみると、男性芸能人では、「ヒロミさん」（287 名）がダントツとなり、

2 位「杉浦太陽さん」（109 名）、3 位「木村拓哉さん」（87 名）が続きました。他方、女性芸能人では、「辻希美さん」

（231 名）がダントツとなり、2 位「北斗晶さん」（100 名）、3 位「松本伊代さん」（58 名）が続きました。男女で合わせ

てみると、ヒロミ・松本伊代夫妻、杉浦太陽・辻希美夫妻が TOP3 に挙がりました。 

 

“家族愛が強い”というイメージに合う【スポーツ選手】についてみると、男性選手では 1 位「長友佑都さん」（145 名）、2

位「田中将大さん」（84 名）、3 位「大谷翔平さん」（44 名）、女性選手では 1 位「浅田真央さん」（30 名）、2 位

「大坂なおみさん」（24 名）、3 位「阿部詩さん」（18 名）となりました。 

 

“家族愛が強い”というイメージに合う【アニメキャラ】についてみると、男性アニメキャラでは 1 位「竈門炭治郎（鬼滅の刃）」

（215 名）、2 位「野原ひろし（クレヨンしんちゃん）」（135 名）、3 位「フグ田マスオ（サザエさん）」（130 名）、女性

アニメキャラでは「フグ田サザエ（サザエさん）」（320 名）がダントツとなり、2 位「野原みさえ（クレヨンしんちゃん）」（123

名）、3 位「竈門禰豆子（鬼滅の刃）」（110 名）となりました。男女で合わせてみると、竈門炭治郎・竈門禰豆子兄妹、

野原ひろし・野原みさえ夫妻、フグ田マスオ・フグ田サザエ夫妻が TOP3 に挙がりました。 

 

 

  

◆“家族愛が強い”というイメージに合うと思う人物・アニメキャラ （各自由回答形式）

全体【n=2000】 ※上位10位までを表示

男性芸能人 名 男性スポーツ選手 名 男性アニメキャラ 名
1位 ヒロミ 287 1位 長友佑都 145 1位 竈門炭治郎（鬼滅の刃） 215
2位 杉浦太陽 109 2位 田中将大 84 2位 野原ひろし（クレヨンしんちゃん） 135
3位 木村拓哉 87 3位 大谷翔平 44 3位 フグ田マスオ（サザエさん） 130
4位 つるの剛士 67 4位 ダルビッシュ有 25 4位 孫悟空（ドラゴンボール） 54
5位 高橋英樹 52 5位 三浦知良 21 5位 磯野波平（サザエさん） 49
6位 DAIGO 35 羽生結弦 13 6位 モンキー・D・ルフィ（ONE PIECE） 39

三浦友和 28 織田信成 13 7位 野原しんのすけ（クレヨンしんちゃん） 32
所ジョージ 28 内村航平 13 8位 ドラえもん（ドラえもん） 31

9位 佐々木健介 27 9位 阿部一二三 10 9位 バカボンのパパ（天才バカボン） 28
10位 明石家さんま 23 井上尚弥 5 10位 野比のび太（ドラえもん） 26

中村俊輔 5

女性芸能人 名 女性スポーツ選手 名 女性アニメキャラ 名
1位 辻希美 231 1位 浅田真央 30 1位 フグ田サザエ（サザエさん） 320
2位 北斗晶 100 2位 大坂なおみ 24 2位 野原みさえ（クレヨンしんちゃん） 123
3位 松本伊代 58 3位 阿部詩 18 3位 竈門禰豆子（鬼滅の刃） 110
4位 榊原郁恵 42 4位 安藤美姫 10 4位 磯野フネ（サザエさん） 42
5位 杏 41 5位 池江璃花子 7 5位 さくらももこ（ちびまる子ちゃん） 37
6位 北川景子 34 6位 伊藤美誠 6 6位 ナミ（ONE PIECE） 35
7位 仲里依紗 31 伊調馨 5 7位 源静香（ドラえもん） 19

工藤静香 30 渋野日向子 5 8位 バカボンのママ（天才バカボン） 16
松嶋菜々子 30 荒川静香 4 9位 チチ（ドラゴンボール） 11

10位 藤本美貴 24 石川佳純 4 ブルマ（ドラゴンボール） 10
東尾理子 4 星明子（巨人の星） 10

母（あたしンち） 10

8位
7位

9位
10位

7位
6位

10位
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・家族愛が強いと思う動物 「イヌ」がダントツ、2位「ライオン」3位「ゾウ」4位「サル」5 位「ネコ」 

 

全回答者（2,000 名）に、“家族愛が強い”というイメージに合う【動物】を聞いたところ、「イヌ」（600 名）がダントツとな

りました。家族や仲間と平和的に過ごす習性のあるイヌに対し、家族愛の強さを感じている人が多いようです。次いで高くなった

のは、2 位「ライオン」（140 名）、3 位「ゾウ」（121 名）、4 位「サル」（98 名）、5 位「ネコ」（93 名）でした。 

男女別にみると、男女とも「イヌ」（男性 278 名、女性 322 名）が 1 位となり、男性では 2 位「ライオン」（78 名）、3

位「ゾウ」（53 名）、4 位「サル」（49 名）、5 位「カンガルー」「ネコ」（いずれも 33 名）、女性では 2 位「ゾウ」（68

名）、3 位「ライオン」（62 名）、4 位「ネコ」（60 名）、5 位「サル」（49 名）となりました。 

 

 

◆“家族愛が強い”というイメージに合うと思う動物 （自由回答形式）

※上位10位までを表示

男性【n=1000】 名 女性【n=1000】 名
1位 イヌ 278 1位 イヌ 322
2位 ライオン 78 2位 ゾウ 68
3位 ゾウ 53 3位 ライオン 62
4位 サル 49 4位 ネコ 60

カンガルー 33 5位 サル 49
ネコ 33 6位 ペンギン 40

7位 ペンギン 25 7位 パンダ 30
8位 パンダ 21 8位 カンガルー 24
9位 クマ 19 9位 カルガモ 15

10位 カルガモ 12 10位 イルカ / クマ / ゴリラ 11

5位

全体【n=2000】 名
1位 イヌ 600
2位 ライオン 140
3位 ゾウ 121
4位 サル 98
5位 ネコ 93
6位 ペンギン 65
7位 カンガルー 57
8位 パンダ 51
9位 クマ 30

10位 カルガモ 27
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注：本調査レポートの百分率表示は小数点第 2 位で四捨五入の丸め計算を行っているため、内訳を合計しても 100%とならな

い場合があります。 
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本ニュースリリースの内容の転載にあたりましては、 

「ジブラルタ生命調べ」と付記のうえご使用いただきますよう、お願い申しあげます。 

 

《調査概要》 

◆調査タイトル ：家族愛に関する調査 2021 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのインターネットモニター会員を母集団とする 

20 歳～69 歳の既婚（事実婚含む）男女 

◆調査期間 ：2021 年 11 月 16 日～11 月 17 日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：2,000 名（有効回答から、男女・年代（10 歳区切り）が均等になるように抽出） 

（内訳） 

 20代 30代 40代 50代 60代 計 

男性 200 200 200 200 200 1,000 

女性 200 200 200 200 200 1,000 

 

◆調査協力会社 ：ネットエイジア株式会社 

■■会社概要■■ 

■■■■■■■■ 

■本リリースに関するお問い合わせ先 

ジブラルタ生命保険株式会社 広報チーム   【Tel】 03-5501-6563 

 


